
02 02 02 09 00 保育対策総合支援事業費補助金 0 0 500 △500

差引一般財源 0 2,034 △500 2,534

　　　様式第２号(事業別概要) No.
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目 担当所属
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前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
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源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 4年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
3. 民生費 13.認可外保育施設利用者・運営助成事業

3. 児童福祉費

4. 保育園費 こども保育課

（佐倉市）　　

第１章
ともに支え合い誰もがいきいきと暮らせるまち（福 13,404

祉・健康・子育て） 令和 3年度 0

臨時 単独 計画 0 0 2,573 基本施策２
子育て支援 令和 4年度 4,468

令和 5年度 4,468

施策４
保育の受け皿確保、子どもたちが健やかに育つ環境 令和 6年度 4,468

の整備を図ります 令和 7年度 0

0

2,034 2,034

・認可外保育施設指導監督基準を満たす旨の証明書の交 ・運営費等補助金の交付により、認可外保育施設の保育  認可保育園等が待機となっても、保育環境の良好な認

付を受けている市内の施設に対し、職員や入所児童の健康診断に要する 環境の維持向上を図ります。 可外保育施設を利用することにより、保護者の就労も可能となり、もっ

経費等の一部を助成する。 ・保育料の一部助成により、保護者の経済的負担の軽減を図ります。 て待機児童対策の一助となることが期待できます。

・市内在住で、認可保育園等の待機児童が県内の認可外保育施設で国の

指導監督基準を満たす旨の証明書の交付を受けている施設を利用してい

る場合、保護者に対し保育料の一部を助成します。

来年度は対象となる事業所が市内で１か所のみと 健康診断等に関する経費が助成対象外となりまし

なります。 た。

18 384 584 △200

19 1,650 2,180 △530

16


